
食育

2024（令和6）年度 『農』の機能発揮支援アドバイザー派遣事業
　都市農業の多様な機能（産直、防災、環境、農業体験、学習、福祉、交流等）を発揮した取組を支援するた
め、都市農業者や市民等のみなさんからのご依頼（申込）により、当センターが都市農業・まちづくり等
の専門家を派遣し、勉強会等での説明やアドバイスを行います。

農業者やその関係団体、地域で活動している（またはしようとしている）住民・
団体の皆様

※企業、社会福祉法人、NPO、学校、自治体等も含まれます。

費用など
専門家への謝金、旅費を当センターが負担します。
※旅費は片道50km以上または1,000円以上の場合
※内容等によっては依頼者に費用の一部を負担していただく場合もあります。
　（申込手続きの際にご案内します。）

申込方法 当センターHPにアクセスしていただき、
いずれかの方法でお申し込みください。
 ①入力フォームからお申し込みいただく
 ②ダウンロードした申込書に必要事項を記入し、Eメールか FAXでお申し込みいただく
 ※申込書受領後、ご依頼内容の確認等のご連絡をいたします。

原則として実施日の２週間前まで［最終受付：2025（令和7）年2月28日］

※派遣総数200箇所を予定（5-9月 80箇所、10-12月80箇所、1-3月40箇所）。

※派遣予定件数に達した場合、受付終了が早まる場合があります。 

派遣内容

申込期限

以下のようなテーマについて、ご依頼（申込）内容に応じた専門家を派遣し、
勉強会等での説明やアドバイスを行います。 ※１時間程度または2時間程度

３回まで
※複数回の場合はその都度申込みをしてください。

申込みが

　できる方

派遣回数

都市における「農」の多様な機能を発揮した取組みを支援するため

専門家を派遣
都市農業やまちづくりなどの

します

まちづくり

市民利用

教育･福祉

都市農業

その他

農住調和のまちづくり／新しい都市農地制度／公園と緑／エリアマネジメント

市民農園／コミュニティ菜園／食農ライフ／農地や農的空間の創出

高齢者･生きがいづくり／障害者福祉等／学校教育等の食育

6次産業化／地産地消／担い手育成や農地確保等／入園方式等の農業経営

税制／農業祭等のイベント／その他「農」の機能発揮に関するテーマ

無 料

関係協力団体

現地や
オンラインで
アドバイス!

事業概要および申込方法

※内容により一部負担が
　生じる場合があります

コミュニティ

徹底サポート！

農あるまちづくり
を

直売会

2024（令和6）年度 

NPO 全国農業体験農園協会　
NPO 千葉県市民農園協会　
NPO 日本園芸福祉普及協会
NPO HUB’s（ハブズ）
NPO江戸東京野菜
　　　コンシェルジュ協会

（一財） 高齢者住宅財団

（一社） 日本農福連携協会（ノウフク） 
（一社） ランドスケープコンサルタンツ協会
首都圏土壌医の会
東海大学 里マチ・農福＋α連携研究室
農山漁村発イノベーション
　　　　　　　 中央サポートセンター

一般財団法人 都市農地活用支援センター 相談部
https://www.tosinouti.or.jp/support/send_advisor/agri_advisor/
〒101- 0032 東京都千代田区岩本町3-9-13 岩本町寿共同ビル4F
TEL:03-5823-4830 ／ FAX:03-5823-4831／E-mail:adviser＠tosinouti.or.jp

申込み
　問合せ先

ご不明な点などありましたら
右記までお問合せください

２025(令和7)年２月２8日まで申込受付
新たな

都市農地保全・
都市農業振興政策の

あり方を検討し、
事例集として
発行しました

※本事業は農林水産省「都市農業機能発揮支援事業」により実施しています

農業体験

実施日の２週間前までにお申込ください。派遣予定件数に達した場合、受付終了が早まる場合があります。



専門家による勉強会で
「農」の知識をみんなで
シェア！

自分のまちに適した取り組みを
専門家のもとに実行できる！

経験・知識が豊富な
専門家のサポートのもと、

「農」を活かす地域の計画づくり！

計画 して学ん
で

実行する

環境教育

農を知る

CSA

防災
体験農園

農空間創出６次化・ブランド化

マルシェ

エリアマネジメント

協働・連携

「農」を活かすと、できることがいっぱい！

市民農園

農福連携

都市農業振興計画

生ごみ堆肥

食育

地域活性化

園芸福祉

地域連携
（地域支援型農業）


